
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土交通省所管事業を対象とした 

ＶＦＭ（ﾊﾞﾘｭｰ･ﾌｫｰ･ﾏﾈｰ）簡易シミュレーション 

 

第 2 次検討確定版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 17 年 2 月 

国 土 交 通 省 

 



はじめに 

 

 我が国では、平成 11 年の「民間資金等の活用による公共施設等の整備等

の促進に関する法律」の施行以来、効率的かつ効果的に社会資本を整備・

管理し、質の高い公共サービスを提供するため、民間の資金・能力を活用

する観点からＰＦＩ方式の導入が積極的に推進されているところです。推

進のための具体的な方策として、国土交通省においても、財政面、税制面

等の支援措置、補助金等のイコールフッティングの確保、情報提供、意見

交換のためのセミナー等の開催など多岐にわたる施策を実施しています。 

 ＰＦＩ事業実施にあたっては、官民のリスク分担、キャッシュフロー、

資金調達等様々な要素の検討が必要であり、様々な分野における具体的な

事業を対象に、ＰＦＩとして実施すると仮定した場合の実現可能性の調査

を進めることが求められています。 

本ＶＦＭ簡易シミュレーションは、国土交通省としてＰＦＩになじむ事

業の検証等を目的とし、当省所管事業の中からシミュレーション対象事業

を選定し、諸条件に関して仮定条件を設けて計算を行い、各事業の事業性

等を検証するものです。平成 15 年度にはサービス購入型の事業 13 事業を

対象とした第 1 次検討を実施、公表したところです。今回の第 2 次検討に

おいては、利用料金収入がある等、第 1 次検討で対象としなかったタイプ

の事業を新たに選定して検討を行い、対象事業のシミュレーション結果、

利用料金収入がある場合のリスクの考え方等事業実施の参考となる事項に

ついて本報告としてとりまとめを行いました。 

 本報告が、地方公共団体等ＰＦＩの事業主体、民間のＰＦＩ事業者、金

融機関などＰＦＩに関わる全ての方々の参考として活用され、ＰＦＩ事業

が積極的に実施に移され、より質の高い公共サービスが提供されることを

期待するものです。 

なお、今回の検討にあたっては、第 1 次検討、第 2 次検討を通して、武

蔵工業大学宮本和明教授を委員長とするＶＦＭ簡易シミュレーション算定

評価委員会を設置し、ＰＦＩに造詣の深い専門家である各委員にその作業

方針や条件設定、結果の考察等広く全般にわたり貴重なご意見、ご指摘を

いただきました。委員の先生方におかれましては、ご多忙の中にもかかわ

らず、長期にわたりご協力をいただき、心より御礼申し上げます。 

さらに、内容を検討する過程で、ＰＦＩに関係する数多くの方々から多

数のご意見をいただきました。これらのご意見を元に加筆をすることで、

ＰＦＩの実務に携わる方々にも十分有用な説明を加えることができたと考

えております。ここに深く御礼申し上げます。 
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